
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

滅保志ダン

モルフェウス
ブラックドッグ

UGNエージェントA

17

素体

姉妹

闘争

死と再生

高校生

男

32

忘却

3
3
1
1

1
0
0
0

2
0
0
0

3 9
3
1
1

39
7
7
12
24

9 1
1 2

UGN 1

イアイドーカット 白兵
　　

11r+17
0

8 8

0 0

タネ
オーキド博士

トネ
千里契
いろは

トゥンヌス
吉祥

同情
同情
好意
尽力
同情
尊敬

幸福感

偏愛
不安
嫌気
悔悟

疎外感
嫌悪
不安

バイク

6 1

ワーディング

リザレクト

コンセントレイト：ブラックドック

インフィニティウェポン

イオノクラフト

アタックプログラム

雷の加護

クリスタライズ

無上厨師

万能器具

人間発電機

テクスチャーチェンジ

★

0

2

1

1

4

2

3

★

★

★

★

-

1d10

2

3

1

2

2

4

オート

気絶時

メジャー

マイナー

マイナー

メジャー

マイナー

メジャー

メジャー

メジャー

視界

-

至近

至近

武器

至近

至近

至近

シーン

自身

自身

自身

自身

自身

自動

自動

自動

自動

白兵

白兵

自動

自動

-

↓100

100↑

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

クリティカル値を-2

攻撃力+[LV+7]

飛んで移動。戦闘移動+[LV*2]

命中+[LV*2]

ブラックドックのエフェクトを組み合わせた判定ダイスを+LV個

攻撃力+[ＬＶ*3]装甲無視

料理を作る

日用品を作る

その名の通り

物の外見を変える

両親を早くに亡くし、残ったたった一人の妹をバイト代で養うギリギリの生活を送っていた少年、滅保志 ダン。
ある日、仕事でフラフラになるも、妹のためにビフテキを買って帰る途中彼は事故にあった。瀕死の重傷だった。と、そこに一人の老人が通りかかる。
「びふてき、素敵デスネ。ソンナアナタ、油断大敵デース。」
ダイジョーブ博士と名乗ったその老人は、謎の科学技術でダンの身体を蘇生させる。だが博士は彼の身体に余計なものまで(意図的に)入れちゃった！ケミカルX…
！
オーヴァードとなってしまった彼は博士に感謝していいのか殺意を抱くべきなのか分からないでいたが、そんな彼に博士は「トッテモ稼ゲルばいと紹介シマスヨ
」と声をかけた。
こうして、博士の実験台となった少年はスーツに身を包み戦場を駆ける戦士となった。
兵装の名称、そして彼が何処からとも無く食品を作り出すことから、人はその戦士をこう呼んだ。
キッチンマンと。
滅保志ダンがキッチンマンとして働き始めてしばらく経ったある日、ダイジョーブ博士が持病のヘルニアがどうとか言って軽井沢に隠居してしまう。呆然とする
滅保志、並びに彼の武装スーツのシステムを引き継いだのは「危険生物捕縛機構」の権威、オーキド博士であった。
博士の手によってキッチンマンMk-Ⅱとなった滅保志ダンは果たしてヒーローになれるのか。みんなもジャーム、ゲットじゃぞぉ。

最大コンボ
マイナー：②+③+⑤（剣作って、バチバチしてドーン）
メジャー：①と④で白兵攻撃
命中：11dx+17@8
攻撃：｛（命中合計╱10）+1d10｝+8
（装甲値はガード値3）
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